
富
山
・じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
富
山
県
下
新
川
郡
入
善
町
田
中

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
〇
年

（昭
３５
）
六
月
を

一
九
八
四
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
入
善
町
教
育
委
員
会

・
富
山
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
舟
崎
久
雄

・
岸
本
雅
敏
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
荘
家
跡

‘
　
遺
跡
の
時
代
　
平
安
を
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
は
黒
部
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
典
型
的
な
扇
状
地
の

先
端
部
に
位
置
し
、
眼
前
に
日
本
海
が
ひ
ろ
が
る
。
黒
部
川
扇
状
地
の
海
岸
線

の
う
ち
黒
部
川
河
口
か
ら
東
部

は
浸
食
が
特
に
激
し
く
、
汀
線

の
後
退
は
近
年
加
速
度
的
に
進

行
し
て
い
る
が
、
じ
ょ
う
べ
の

ま
遺
跡
付
近
で
の
約

一
〇
〇
〇

年
前
の
汀
線
は
、
現
在
よ
り
約

三
五
〇

ｍ
沖
合
い
に
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
圃
場
整
備

に
よ
り
遺
跡
付
近
の
景
観
は

一

変
し
た
が
、
か
つ
て
は
杉
沢
と
よ
ば
れ
る
湿
地
性
の
樹
林
帯
が
そ
の
南
に
の
び

て
い
た
。

当
遺
跡
の
発
見
は

一
九
四

一
年
に
遡
る
が
、
回
場
整
備
を
契
機
と
し
て

一
九

六
〇
年
か
ら
八
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
Ａ
・
Ｂ
地
区
か
ら
は
六
期

（Ａ
ど
Ｅ
期
お
よ
び
Ａ
期
以
一Ｕ

に
わ

た
る
二

一
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
配
置
は
南
面
す
る
東
西
棟

の
主
屋
と
そ
の
前
面
の
中
庭
を
は
さ
ん
で
東
西
に
配
置
さ
れ
た
脇
屋

・
付
属
建

物
か
ら
な
り
、

全
体
と
し
て

コ
の
字
形
を
な
す
。

建
物
の
中
に
は
Ｂ
期
の
東

「脇
屋
」
Ｓ
Ｂ
Ｏ

一
〇
の
よ
う
に
桁
行

一
〇
間
、
梁
間
三
間
の
長
大
な
建
物
お

あ
る

（あ
る
い
は
Ｂ
期
以
後
、
主
屋
が
こ
の
棟
に
移
る
の
か
も
し
れ
な
い
）。
建
物
の

存
続
期
間
は
柱
穴
出
上
の
土
器
な
ど
か
ら
九
世
紀
初
期

（
一
部
、
八
世
紀
末
に
遡

る
か
も
し
れ
な
い
）
か
ら

一
〇
世
紀
初
期
の
約

一
世
紀
間
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

建
物
群
の
東
側
に
は
幅
約
三
〇
ｍ
の
旧
河
道
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
九
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

建
物
群
存
続
時
期
の
遺
物
が
多
数
出
上
し
て
い
る
。
　
一
方
、　
こ
の
旧
河
道
の

東
側
で
は

一
二
を

一
三
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
建
物
群
が
検
出
さ
れ
て
い

呟０
。出

土
遺
物
に
は
、
平
安
前
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
土
器
類
と
し
て
、
土
師
器

・
黒
色
土
器

・
須
恵
器

。
灰
釉
陶
器

・
緑
釉
陶
器
、
木
器
類
と
し
て
曲
物

・
木

皿

・
糸
巻

・
箆
形
木
器

・
ハ
ケ
柄
な
ど
が
あ
る
。
特
徴
的
な
遺
物
と
し
て
は
、

製
塩
土
器

・
土
錘

・
風
字
硯
が
出
上
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
中
世
の

遺
物
と
し
て
は
瀬
戸

・
珠
洲
焼
、
中
国
製
青
白
磁
、
朝
鮮
製
施
釉
陶
器
な
ど
が

(三 日市 。泊)



1977年以前出上の木簡

出
土
し
て
い
る
。

木
簡

・
墨
書
土
器
は
、
第
三
次

（
一
九
七
〇
年
）を
第
五
次

（
一
九
七
四
年
）
の

調
査
で
、
平
安
前
期
建
物
群
の
柱
穴
な
ど
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
う
ち
墨
書
土

器
は

「
西
庄
」
と
記
す
も
の
が
多
数
出
土
し
、

「寺
」
と
記
す
も
の
と
と
も
に

遺
構
の
性
格
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
石
川
県
上
荒
屋

遺
跡
か
ら
荘
家
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
木
簡

・
墨
書
土
器
が
出
土

し
た
が
、　
そ
の
九
世
紀
段
階
の
墨
書
の
中
に
は

「東
庄
」

「
西
庄
」

「南
庄
」

「北
庄
」
な
ど
が
み
ら
れ

令
石
川
・
上
荒
屋
遺
跡
」
『木
簡
研
究
』
一
一こ
、
〈方
位

十
庄
〉
記
載
が
九
世
紀
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
じ
ょ
う
べ

の
ま
遺
跡
で
は
、
ほ
か
に
、
「
田
中
」
「少
黒
万
呂
」
「□
【酌
咤
「□
〔醜
覧
「□
〔際
貿

な
ど
の
墨
書
土
器
も
あ
る
。

遺
跡
の
性
格
と
し
て
は
、
官
衛
風
の
コ
の
字
形
の
建
物
配
置
を
ほ
ぼ
受
け
継

い
で
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
墨
書
土
器

。
木
簡
の
記
載
内
容
な
ど
か

ら
荘
家
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
献
上
の
荘
園

へ
の
比
定
で
は
、
東
大
寺

領
丈
部
荘
説
、
同
丈
部
西
魂
説
、
西
大
寺
領
佐
味
荘
説
、
同
佐
味
西
荘
説
な
ど

が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
に
接
す
る
中
世
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺

領
入
善
荘
に
あ
て
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
当
遺
跡
は

一
九
七
九
年
に
国
史
跡
に
指
定
き
れ
、
現
在
史
跡
公
園
に
整

備
さ
れ
て
い
る
。

□Ξ尾
上
回

②
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□
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］
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①
は
建
物
ｓ
Ｂ
Ｏ

一
八

（Ｄ
期
主
屋
）
の
柱
穴
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
上
端

は
圭
頭
状
で
下
端
を
と
が
ら
せ
て
お
り
、
完
形
で
あ
る
。
②
は
建
物
Ｓ
Ｂ
Ｏ

一

一
（Ａ
期
主
屋
）
の
柱
穴
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
使
用
済
み
木
簡
を
用
途
不
明

木
製
品
に
二
次
的
に
加
工
し
た
も
の
で
あ
ろ
，
。
０
は
表
採
品
。
②
と
０
は
材

質

。
書
風
か
ら
み
て
、
も
と
同

一
の
木
簡
を
の
ち
に
二
片
に
し
て
同
じ
用
途
の

た
め
に
二
次
的
に
加
工
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
④
は
遺
物
整
理
中
に
発
見

し
た
も
の
で
あ
る
。
分
厚
い
檜
材
で
、
上
端
お
よ
び
左
側
は
原
面
。
原
型
は
短



冊
型
で
あ
ろ
う
。
０
０
は
柱
穴
と
は
な
ら
な
い
小
穴
か
ら
出
上
し
た
。
⑥
は
裏

面
の
腐
蝕
が
甚
だ
し
い
。
③
は
四
面
調
整
で
完
形
。
こ
の
二
点
は
同
じ
性
質
の

木
簡
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に

「人
名
十
上
白

（黒
）
米
十
数
量
」
の
記
載
を
有

す
る
木
簡
は
、
先
述
し
た
石
川
県
上
荒
屋
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
ほ
ぼ

同
時
期
の
荘
家
遺
跡
出
土
の
木
簡
と
し
て
比
較
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

９
　
関
係
文
献

富
山
県
教
育
委
員
会

『富
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
Ⅲ

（
一
九
七
四
年
）

入
善
町
荻
育
委
員
会

『
入
善
町
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』

⑤

（
一
九
七
五
年
）

藤
井

一
二

「
国
指
定
史
跡

〃
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
〃
と
寺
領
荘
園
」
翁
日
本

海
地
域
史
研
究
』
第
八
輯
　
一
九
八
八
年
）

（櫛
木
謙
周
）

木

簡

研

究

第
一
言

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
山
　
晴
生

一
九
九
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪
　
東
大
寺
旧
境
内

（三
社
池
）
　

藤

原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
右
京
七
条
二
坊
　
山
田
道
跡
　
山
田
寺
跡
　
長
岡
京
跡

今
里
城
跡
　
鳥
羽
離
宮
跡
　
壬
生
寺
境
内
遺
跡
　
里
遺
跡
　
大
坂
城
跡
　
住
友

銅
吹
所
跡
　
山
之
内
遺
跡
　
勝
山
遺
跡
　
新
金
岡
更
池
遺
跡
　
豊
嶋
郡
条
里
遺

跡
五
反
島
遺
跡
　
上
小
名
田
遺
跡
　
苦
田
南
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
今

宿
丁
田
遺
跡

袴
狭
遺
跡
　
伊
賀
国
府
推
定
地
　
瀬
名
遺
跡
　
忍
城
跡
　
市
原

条
里
制
遺
跡
　
鉢
形
地
区
条
里
遺
跡
　
石
田
三
宅
遺
跡
　
斗
西
遺
跡
　
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
　
浄
水
寺
跡
　
上
荒
屋
遺
跡
　
田
中
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
緒
立

Ｃ
遺
跡
　
的
場
遺
跡
　
荒
田
目
条
里
制
遺
構
　
柳
之
御
所
跡
　
矢
野
遺
跡
　
岡

山
城
二
之
丸
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
東
山
崎

。
水
田
遺
跡

鴻
臆
館
跡
　
大
宰
府
跡
　
観
世
音
寺
跡
　
多
田
遺
跡
　
上
高
橋
高
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
街

（
一
三
）

飛
鳥
京
跡
　
県
立
粥
日
香
養
護
学
校
遺
跡
　
大
坂
城
跡

下
曽
我
遺
跡
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

香
川
県
長
福
寺
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
　
　
　
　
　
　
　
樋
口

中
国
簡
蹟
学
国
際
学
術
研
討
会
参
加
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

彙
報

頒
価
　
四
三
〇
〇
円
　
〒
五
〇
〇
円

知 和 靖
信 志 己 民




